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Polarbear実験は宇宙の開闢直後に起こったとされるインフレーションの検証と、ニュートリノ総質量の測定
を目指した地上実験である。これらを実現するために、宇宙マイクロ波背景放射 (Cosmic Microwave Background,
CMB)の偏光観測を、チリのアタカマ砂漠の標高 5,200mで 2012年から行っている。
Polarbear実験は今迄、2012年から 2014年までは重力レンズ起源Bモードに焦点を当てた小角度スケール

観測、それ以降は原始重力波起源Bモードに特化した大角度スケール観測を実施してきた。2014年春季年会に於
いて初年度のデータ解析による世界で初めての重力レンズ起源Bモードの自己相関スペクトル観測を報告して以
来、様々な解析結果を報告してきた。本発表では 2014年から実施してる大角度スケール観測データによる原始重
力波起源Bモード測定を含む、Polarbear実験の最新結果について報告する。またPolarbear実験のアップ
グレード計画である Simons Arrayの最新状況と、解析パイプライン開発の進捗を報告する。


